
「未来を切り拓く力」育成モデル校区事業指定

東部中学校の取組
幼小中連携教育の充実を通して未来を切り拓く力を育てる

～魅力ある校区づくりをめざして～



幼小中の連携



★幼・中の連携

〇３年生：防災紙芝居の制作と

よみきかせ

学びをつなぐ

〇２年生：探究マルシェ
「KOKORO HAZUMU」に向けて

わくわくワーク ➡ 探究学習での連携



★小・小の連携
★小・中の連携
★教職員の連携

学びをつなぐ



探究学習における交流内容

小・小：ペア校で年２回以上（１回以上は探究学習で）

小６・中１：

６月末…中学生が校区についての探究学習を発表

11月29日…小学校・中学校ともにお互いに探究学習を発表

その他の学年

中３：幼稚園に自作の防災紙芝居を読み聞かせ

中２：マルシェの内容（一部）を幼稚園児に向けて実施

中１：小４に自作「三重弁シンデレラ」紙芝居読み聞かせ



小６・中１
探究学習発表会の様子

奥田三角さんの家



家庭・地域との連携



学びをつなぐ

★ＣＳとの連携

★公民館との連携

★地域との連携

★企業との連携



KOKOROHAZUMU～中学生気分～ マルシェ



KOKOROHAZUMU

マルシェの様子



生徒アンケートより

・何度も失敗を繰り返して、何度も改善方法を探していい経験ができた。

＜１年生＞

・３年生にマルシェをした時、赤字だった。黒字にするために場所や体験の

仕方の改善について考えて、いろいろなアイデアが浮かんできた。

成功にだんだん近づいていると実感した。 ＜２年生＞

・オレンジプロジェクトが始まったときはわからないことだらけだった。

でも、友達に教えてもらったり、みんなで意見を交換したりすることで、

より深く考えられるのだと実感した。調べてまとめるだけではなく、

実際に体験したり、実験したりすると新しい気づきができた。 ＜３年生＞



教員アンケートより
・１年生の取組については、地域からスタートしていくことで、小学校段階

からの探究学習と中学校での探究学習での接続がうまくできた。

・様々な企業や地域の方々の協力も得ながら、自分たちで疑問を持ったことや

よりよくしていきたいことについて、とことん追求し、自分の手で確かめる

ことで更なる疑問に結びついたり、各教科の内容と結びついたりしたので、

相互に学びが深まったように思う。

・何人かで探究することによって色々な考え、意見が出てくるので生徒同士の

考えが深まる。

・多くの専門家の方に入っていただいて取組を進められたことが、生徒の成長

につながった。

・コミュニケーション力、社会性を養う良い機会となっている。


